- information  - 

多 度 大社 前 朝市 

開催日 時 

毎月 第 2 日曜日 9 時〜 14 時 
※1 月を 除く 

開催 場所 

多 度 大社 前 駐車場 

主催 

多 度 大社 前 朝市 実行委員会 
550594 -48-7515 

インス タグ ラム. フェイス ブック • 
ツイ ッタ— で# 多 度 大社 前 朝市 
で チェック！ 


映 卿 リンク も 入 気 

車 久米毂 店 多 度 大社 前 店 

桑 名 市 多 度 町 多 度 1224 
9:00 〜 1 8: 00 

月曜日 (祝祭日の 場合は 火曜） 

Q0594-48-7515  https://kurumakyu.jp/ 

㈣ をし 淡 忠^^^ 


和 アクセサリ 


-を 普段 使いに 


玄米 揚げ ウマ 餅は 人気の 
黒み つきな こ （¥250) ほか 6 種類 


花びらを あしらった ヘア ピン やへ アゴ ムづ くり 
体験は、 各 ¥500 


つまみ 細工 華 


年に 数回は ステ ー ジ ィベント も 実施。 
地元 団体に よる ダンス ショ ー は、 子 
どもに 人気を 集めて いる。 

朝市 当日は、 実行委員の メンバ ー 
が 会場 内を 行き来し、 積極的に 出店 
者と 言葉を 交わす。 業種に よっ ては、 
日当たり や 風向きが 営業に 大きな 影 
響を 及ぼす こと も。 「見て いる だけ 
では、 店舗さん の 困り ごとは わから 
ない。 こちらから 声をかけて、 問題 
を 解決す るよう 努めてい ます。 特に、 
風が 強い 日は 要注意。 火を 扱う 店舗 
もあります ので、 事故に つながらな 
いように、 テントの 位置を 移動 させ 
たり、 風で 飛ばされない よう 補強し 
たり 対策を とります」。 

今後の 目標は 規模の 拡大。 「フリ 
1 マー ヶットの 出店 も 予定。 子供服 
やお もちゃ、 読み終え た 本な どが、 
これから 使う 人に 繫 がるよう な 仕組 
みを つくりた いと 考えて います」 と、 
先を 見据える。 

初 開催から まもなく 2 年。 リピ ー 
夕^ ~ はもち ろん、 朝市を きっ かけに、 
実 店舗への 来店 者が 増えた と 手 ごた 
えを 感じて いる。 

「日本一 さびしい 参道」 が 地域 コミ 
ュニ テイ ' ~ の 中心地 へと、 ゆつ く-^ 
と 歩み 始めて いる。 


ば片 まいり」 とうた われるな ど、 人々 
の 往来が 盛んだった 多 度 町 だが、 近 
年は 賑わいに 乏しい。 「かつては 多 
くの 店が 軒を 連ねて いたと 聞いて い 
ますが、 現在は うちを 含めて わずか 
4 店舗。 ネットの 記事に 『神社は 立 
派な のに、 参道は 日本一 さびしい』 
と 書かれた のが 悔しくて。 地域 活性 
化の ために、 仲間と 立ち上がり まし 
た」 と 思いを 明かす。 

新 店舗の 出店を 考えた が、 コスト 
や 人手不足で 断念。 そこで 空き地を 
活用した 朝市を 思いついた。 月 1 度 
の 開 * でぁれば 無理な く 継続が 可能 
な 上、 実 店舗を 持っ ていない 人で も 
参加が しやすい。 「今後 店を 持って 
みたい など、 ビジネスの 足掛かりに 
する 方 も いらつ しやい ます」 と 話す。 

朝市を きつ かけに 初出 店した のは、 
「つまみ 細工 華」 の 長 田 幸 恵さん。 
「娘の 成人式に 髪飾りを つくった の 
を 機に、 作品 づ くりに 目覚めた。 朝 
市で 出会う お客さんと 言葉を 交わす 
と、 作品への インス ピレ ー シ ョンが 
わく」 と 微笑む。 

n ミ ユ ニケ— シ ョンで 
困り ごとを 解決 

当初は 6 店から スタ^  — 卜 した 朝市 
も、 回を 重ねる ごとに 規模を 拡大。 
最大 24 店が 軒を 並べる までにな った。 
「業種が 重ならない ょうに 配慮は し 
ています が、 多 度 大社 前を 盛り上げ 
たいとい う 気持ちに 賛同して くださ 
れば 、出店 基準は 特に 設けて いませ 
ん」 と 話し、 足つ ぼや ハンド マ ッサ 
丨ジ など ユ ニー クな 業態 も 取り入れ 
る。 また 幅広い 年代に 来て ほしいと、 


クレジット/文 •写真 新 井 のぞみ デザイン/ chica 


多 度の 话桃 のた めの 朝市です1 


多 度 大社 前 朝市 
実行委員会 代表 

石 川 信 介さん 


買つ て 食べて 賑わ I っ 
月 1 度の 朝市 

9 月 8 日 (日) 午前 9 時。 「朝市 
の 日は、 雨降りが 多くて ね。 でも、 
今日は 晴れて 良 かつた！」 とに こや 
かに 微笑む のは、 多 度 大社 前 朝市 実 
行 委員会の 代表を 務める 車 久米榖 店 
の 石 川 信 介さん。 台風に ょる 影響で、 
前日までの 予報は 雨。 中止 も 頭を ょ 
ぎつ たといぅ が、 当日は 見事な 晴れ 
間が 広がった。 

オー プンと 同時に 賑わいを 見せて 
いたのが、 野菜 コ ー ナ ー ◦朝市の 「名 
物 おば あち やん」 こと 生産者の 石 川 
美智 子さん は、 「おはよう」 「今日 も 
来て くれて、 ありがとうね」 と 行き 


交ぅ 人たち に 声をかける。 ブ ー スに 
並ぶ のは、 なす やピー マンな どの 朝 
採れ 野菜。 「野菜は 採れた てが 一番 
だけど、 じ やがい もや カボ チヤは 収 
穫 してから しばらく 時間を 置いた ほ 
ぅが おいしい の」 と 微笑む。 テント 
内で 機敏に 動き回る のは、 孫の 香華 
さん。 袋 づめや 接客で、 美智 子さん 
を サポ^卜 する。 

当日は、 野菜 や 飲食、 アクセサリ 
—など を 販売す る 店舗が 10 数 店。 み 
たらし 団子 や 揚げた ての はんぺんな 
ど 食べ歩き フード も 充実し、 会場 中 
央に 設置され た 休憩 スぺ ース には、 
腰を 休めながら 腹 ごしら えを する 人 
であ ふれて いた。 

空き地を 活用し 
脱 •「日本 I さびしい 参道」 へ 

多 度 大社 前 朝市が 始まった のは、 
2017 年 12 月。 中心と なつた のは、 
多 度 大社 前で 店を 営む 石 川さん ほか、 
地元 出身者の 約 10 人 だ。 「お 伊勢 参 
らば お 多 度 も かけよ、 お 多 度 かけね 


M 笑顔 あふれる 地域 コミュニティ ーに 

多 度 大社 前 朝市 

毎月 第 2 日曜日に 開催され る 「多 度 大社 前 朝市」。 

その 名の 通り、 多 度 大社 前の 空き地を 活用し、 

野菜 や 漬物、 パンな どを 販売す る ブ—ス が ずらり と 並ぶ。 

「名物 おば あち ゃん」 の 朝 採れ 野菜を 狙ぅなら、 

9 時 前に 行く のが おすすめ だ。 


